
 

 

  自ら考え、言葉豊かに学び合う児童の育成 

 

別府小 別冊 新しい算数の活用 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

                                                      

                                                                                          

                   

 

 

     

  

考え方名人モデルの活用 
 数学的な見方・考え方を養い、言葉豊かに学び

合っていくためのヒントカード。働かせたい見

方・考え方、算数のアイテム（用語、図、数直

線、グラフなど）の使い方、学び合いの仕方を

低・中・高学年別に作成した。                                                           

（表）         （裏） 

 

             

             

             

             

             

             

             

             

              

             

 

 

 

 

 

算数コーナーの設置 
 単元ごとに教室内壁面等に学習内容を掲

示しておくことによって、児童の思考のヒ

ントとなるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名人ノートの掲示 
 1か月に 1枚、数学的見方・考え方を働かせ言

葉豊かに学んでいる児童のノートを、学級ごとに        

教師の価値づけコメントを入れて掲示をした。 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 

2年間の研究で探ってきた５つの授業の約束 

〇子供の考えのズレ、困りを利用する。 
〇子供の考えに、簡単に「正解！」と言わない。 

〇子供の思考が止まったらミニトークを短時間で入れて

学び合いの活性化。 

〇式だけ図だけ、表だけを提示し他者に説明させる。   

〇答えに至らない子供の 

考えも取り上げ、学級全 

体で考えを完成させるこ 

とで授業に参加させる。              

             

             

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

算数スタンダード 
５つの領域別に授業の流れと各場面でのポイントを明記した。 

赤文字は領域の特長を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                            

                            

                            

                          

      

                                        

                                       

 

 

学校統一の環境整備 
教室環境をユニバーサルデザイン化することで、授業中児童

が集中して学習に取り組めるようにした。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

先生のための学びのコーナー&研修 
職員室内に全学調や県学調の対策プリントをおいた学びのコ

ーナーを設置した。設置することで、活用の機会を増やし、児

童の基礎学力を向上できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

すべての教科においての話し方、聞き方の指導 
言葉豊かに学び合うために、どの教科でも通じる、「話し方名

人」「聞き方名人」を作成し各教室に掲示し、授業中折に触れて

指導を行えるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GIGAの活用 
 「書くことに困難さを抱えている児童には、ノートに問題文を

写させるのではなくタブレット端末に問題文を配付する」、「図形

を動的にイメージできない児童には、タブレット端末で動的に見

せる」、「それぞれの学習状況に 

応じた様々な難易度の練習問題 

に取り組ませる」など、1人 1 

台端末を文房具として活用し、 

指導の個別化を図った。 

 

プリントボックスの活用 
各学年のフロアにプリントボックスを設置し、前学年までの復習

や授業の復習などに活用し、学習意欲を高めさせるとともに、算数

科の学びの土台をつくれるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

授業力アップ部 

学びの土台部 

調査・研究部 

名人ノートをもとに、

他の児童が、よい考え

方やノートの作り方を

学べるようにした。 

教師の参考書として「別冊 新しい算数」を作成した。教科書を研究し直し、領域

別に 6年間で身に付けさせたい見方・考え方を示した系統表、そして、2年生以上

の単元末に掲載されている「つないでいこう算数の目」が主な内容となっている。 

【領域別の系統表】 

児童に身に付けさせるべき見方・考え方や算数用語を一目で

確認することができる。また、その単元の６ヶ年のつながりが

見える。これにより、その授業で働かせたい見方・考え方を明

確にして指導することができた。 

【つないでいこう算数の目】 

各教材で働かせる「見方・考え方」のポイント

を絞って確認できる。系統表で身に付けさせた

い算数用語や見方・考え方を確認した後、このぺ

ージを活用することによって、単元終了後の児

童の姿をとらえることができ、発問や展開の工

夫に役立てた。 
 

児童が「自ら考える」ことができるよう、領域ごとの特徴を捉え、

授業を展開する上でのポイントを整理し、全職員で統一して授業を

実践した。 

 知能検査の活用 
２年生、４年生時に行っている知能検査（１年生は就学時健

診の発達検査）の結果を、学年ごと、学級ごとに並べ替え、グ

ラフ化し、日々の指導に活かせるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年の教師で学年の傾向、

学級の傾向を考察し、誰が

グラフのどの位置にいるか

把握し、手立てを考えるこ

とができた。 

 

掲示物のデザイ

ンや大きさをそ

ろえたり、色使

いや書体に配慮

したりした。 

既習事項の確認や、解き方のヒントを
提示し、考え方の道しるべを示した。 

 

 

 

数学的な見方・考え方を養うことに重点をおいた授業実践し、新たな問題を既習の学習と関連付けて捉えられるようにすることで、「自ら考え、言葉豊かに学
び合う児童」を育成することができるだろう。 

学びの土台である「授業の流れ」や「学習環境」を整備することで、「自ら考え、言葉豊かに学び合う児童」を育成することができるだろう。 

「授業の流れ」や「学習環境」を整備し、「自ら考え、言葉豊かに学び合う土台」を作る 《学びの土台部 ・ 調査・研究部》 
 

詳しい解説
を載せるこ
とで、児童
が一人でも
学べるよう
にした。 

教科書のキャラクターの言葉が

児童から出てくることを目指し

て、授業を構成していった。 
 

数学的な見方・考え方を働かせ、「自ら考え、言葉豊かな学び」を創る 《授業力アップ部》 
 

授業中、常に手元に置かせ、問題解決の際の考え方のヒ

ントとしたり、自分の考えを表現するための参考にさせ

たりした。 

 

単元の始めには、その

単元の既習事項とし

て、特に関わりの強い

学習内容を掲示した。 

 

単元の後半には、その単

元で学んできた学習内容

を児童の考えや振り返り

とともに掲示した。 

 
式を見ると、○○さん

は、おうぎ形の面積から

直角三角形の面積をひ

き、2倍をして求めたと

思います。 

「前時の平行四辺形の面積は、どのよう
にして求めましたか？」 

「台形もすでに面積の求め方がわかっ
ている図形にできないかな？」 

（この単元で働かせる「未知の図形は、
既知の図形に帰着させるという見方・
考え方」を働かせることを促す発問） 


